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･東日本大震災「解体撤去しかない福島原発」

・市議会議員候補予定者に公開質問状

･「森林は地球温暖化を防げるか」200号記念

～東日本大震災を考える～

すべての原発を解体。撤去しよう！

10メートルの防波堤を軽々と越えて､車も家も人も町ぐるみ呑み込む津波のすざまじさに息をのんだ。

地震･津波という自然災害に関して言えば正確な予測.予知と迅速で確実な情報伝達､日頃からの避難
を柱とする防護と言うことに尽きるだろう。

そこで、目下世界の関心を集めている福島第1原発の事故について考えてみたい。なお、東京電力福島

第2原発3号機で1989年に起きた再循環ポンプ破損事故もけっして小さくはない。

原発事故というとまず頭に浮かぶのが1986年におきた旧ソ連のチェルノブイリのそれであり、19
79年のアメリカのスリーマイル島での事故であろう。では日本ではどうか。小さな事故は別としてこれ

までマスコミを通じて全国に知らされたところでは福井県敦賀市の動力炉・核燃料開発事業団の高速増殖

原型炉もんじゆで1995年に起きたナトリウム火災事故、茨城県東海村のJCO東海事業所で1999

年に起きたウラン溶液の作業中の臨界事故があげられる。この事故で作業員3名が被爆し内1名が被爆死

している。

ちなみにチェルノブイリの場合、有名な『石の棺』を造るに携わった作業員だけでも20万人を越え、

外に事故処理作業員が30万人で合計50万入超の人々が被爆の危険にさらされ、内3万人が身体障害者

となり、すでに5000人以上が死亡したと伝えられる：つまり、洋の東西を問わず、原子力発電は『安
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全』でもなければ『安心』でもないのである。

日本の場合、地震列島といわれるほど地震

が多く、また長い海岸線に何時津波が押し寄

せるかも知れず、従って現在のように原発の

立地として海岸隣接地を選ぶのは特段に危険

であると言わざるを得ない。雇のさい原発に

依存するエネルギー政策を根本から見直して、

次世代に引き継ぐにふさわしい政策の確立と

それを後押しするライフプランを構築しよう

ではないか。 井之川平等
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3月11日14時ごろ七里ヶ浜から波が引いていき

海底が現れ、その後津波が押し寄せた（吉田さん撮影）
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